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ま
び
ふ
れ
あ
い
公
園
の
管
理

委
託
の
方
針
は

　

ま
び
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
平
常
時

は
防
災
教
育
の
場
、
住
民
が
川
を
感

じ
楽
し
め
る
場
、
真
備
の
に
ぎ
わ
い

創
出
や
魅
力
発
信
の
場
に
、
災
害
時

は
救
援
活
動
や
一
時
避
難
の
場
に
な

る
。
公
園
の
管
理
委
託
の
方
針
は
。

市市　
地
元
住
民
が
維
持
管
理
に
参
加

で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る

　

初
年
度
は
、
草
刈
り
や
清
掃
な
ど

の
管
理
業
務
を
業
者
な
ど
へ
委
託
す

る
が
、
今
後
、
真
備
地
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

地
元
住
民
が
積
極
的
に
維
持
管
理
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。
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交
通
が
不
便
な
地
域
の
高
齢
者
の

移
動
手
段
を
ど
う
確
保
す
る
の
か

　

免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
は
、
買

い
物
や
通
院
な
ど
が
困
難
と
な
る
。
交

通
が
不
便
な
地
域
の
高
齢
者
の
移
動

手
段
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

市市　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ
ー

の
ほ
か
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸

送
な
ど
の
活
用
の
検
討
も
必
要

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
地
域
で
話
し
合
い
、
積
極
的
に

利
用
し
よ
う
と
の
思
い
を
持
っ
て
も

ら
う
。
一
方
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
輸
送
な
ど
の
活
用
の
検
討
も
必
要

で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
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点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
点
検
と
改
善
、

改
修
を
求
め
る

　

市
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
色
が

突
然
変
わ
っ
た
り
、
破
損
・
寸
断
が

多
く
あ
り
、
視
覚
障
が
い
者
が
識
別

困
難
で
あ
る
。
点
検
と
改
善
・
改
修
、

必
要
な
箇
所
に
は
増
設
を
求
め
る
。

市市　
随
時
補
修
な
ど
を
行
い
、
国
道

や
県
道
は
各
道
路
管
理
者
に
要
望
す
る

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
色
は
、
黄
色
を
基
本

に
変
更
を
進
め
て
い
る
。
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
破
損
箇
所
を
随

時
補
修
し
、
視
覚
障
が
い
者
の
通
行

に
支
障
が
あ
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
配

置
換
え
・
増
設
し
て
い
る
。
国
道
や

県
道
は
各
道
路
管
理
者
に
要
望
す
る
。
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倉
敷
駅
西
側
か
ら
美
観
地
区
に
至
る

ル
ー
ト
を
整
備
し
愛
称
を
つ
け
て
は　

　

現
状
、
倉
敷
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

が
東
側
に
集
中
し
て
い
る
。
倉
敷
駅

西
側
か
ら
美
観
地
区
に
至
る
ル
ー
ト

を
整
備
し
親
し
み
や
す
く
覚
え
や
す

い
愛
称
を
つ
け
る
こ
と
で
、
駅
周
辺

の
東
西
エ
リ
ア
の
活
性
化
な
ど
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
地
域
住
民
と
エ
リ
ア
の
活
性
化

に
取
り
組
む
中
で
必
要
性
を
考
え
る

　

駅
西
側
で
は
、
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン

ト
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
通
り
へ
の
愛
称
は
地

域
住
民
と
、

西
側
エ
リ

ア
の
活
性

化
に
取
り

組
む
中
で

必
要
性
を

考
え
る
。
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ポ
イ
捨
て
の
防
止
及
び
路
上
喫
煙
の

制
限
に
関
す
る
条
例
で
、
路
上
喫
煙

の
制
限
区
域
を
拡
大
で
き
な
い
か　

　

通
学
路
や
、
せ
め
て
登
下
校
の
時

間
帯
だ
け
で
も
条
例
で
路
上
喫
煙
を

禁
止
し
て
ほ
し
い
。
制
限
す
る
区
域

や
時
間
帯
な
ど
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

市市　
条
例
は
市
内
全
域
で
歩
き
た
ば
こ

を
し
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る

　

条
例
は
市
内
全
域
で
歩
き
た
ば
こ

を
し
な
い
よ
う
に
求
め
て
お
り
、
防

２

く
ら
し
・
生
活

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

　　復興のシンボル、まびふれあい公園
　　平時は防災教育や憩いの場などに、災害時は救護活動や    
　　一時避難の場として活用される

６月定例会
質　問

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

伊
東
　
裕
紀

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

守
屋
　
弘
志

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之



止
に
向
け
て
一
層
の
周
知
が
必
要
と

考
え
る
。
過
料
な
ど
を
伴
う
新
た
な

制
限
区
域
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後

啓
発
を
強
化
し
、
歩
き
た
ば
こ
の
防

止
や
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
な
げ
る
。
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子
ど
も
た
ち
が
カ
ス
ハ
ラ
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
の
取
り
組
み
は

　

未
来
の
消
費
者
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必
要
と
考
え

る
。
市
の
取
り
組
み
は
。

市市　
出
前
講
座
な
ど
、
依
頼
の
あ
っ
た

学
校
に
出
向
き
啓
発
活
動
を
行
う

　

子
ど
も
た
ち
に
は
消
費
生
活
に
関

す
る
知
識
の
習
得
と
同
時
に
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
を
学
ぶ

機
会
も
必
要
。
昨
年
度
は
市
内
小
学

校
へ
出
向
い
て
啓
発
し
、
高
校
や
大

学
で
も
出
前
講
座
の
積
極
的
な
利
用

に
つ
い
て
広
報
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
各
部
署
が
連
携
し
て
啓
発
す
る
。

木
育
を
取
り
入
れ
て
、
安
心
し
て

遊
び
、
遊
ば
せ
る
児
童
館
に
し
て
は

　

木
育
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ

る
こ
と
で
子
ど
も
の
五
感
に
働
き
か

け
、
個
性
豊
か
な
心
の
発
達
を
促
す

効
果
な
ど
が

あ
る
。今
後
、

児
童
館
に
木

育
を
取
り
入

れ
、
乳
幼
児

も
保
護
者
も

安
心
し
て
遊

び
、
遊
ば
せ

る
こ
と
が
で

き
る
施
設
に

し
て
は
ど
う

か
。

市市　
安
全
で
木
に
親
し
め
る
お
も

ち
ゃ
の
充
実
な
ど
に
努
め
る

　

現
在
も
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を
取
り

そ
ろ
え
、
多
く
の
乳
幼
児
が
木
に
親

し
み
遊
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
安
全

で
木
に
親
し
め
る
お
も
ち
ゃ
の
充
実

な
ど
、児
童
館
の
魅
力
向
上
に
努
め
る
。
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保
育
所
へ
の
入
所
申
し
込
み
手
続
き

を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
か

  

手
書
き
の
申
請
書
を
直
接
持
参
・
提

出
す
る
こ
と
が
多
い
保
育
所
へ
の
入

所
手
続
き
を
、
市
の
公
式
ア
プ
リ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
直
接
入

力
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
利
用
の
多
い
紙
の
申
請
書
に

エ
ク
セ
ル
フ
ォ
ー
ム
様
式
を
導
入
す
る

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
電
子
申

請
を
周
知
す
る
ほ
か
、
大
多
数
の
保

護
者
が
使
う
紙
の
申
請
書
で
は
、
手

書
き
様
式
に
加
え
、
エ
ク
セ
ル
フ
ォ
ー

ム
に
入
力
す
る
様
式
を
導
入
す
る
な

ど
、
申
請
に
お
け
る
保
護
者
の
負
担

軽
減
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。
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高
齢
者
の
介
護
予
防
に
向
け
て
、

地
域
活
動
を
ど
う
推
進
す
る
の
か

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

の
介
護
予
防
に
向
け
て
地
域
活
動
を

ど
う
推
進
す
る
の
か
。

市市　
通
い
の
場
の
充
実
、
地
域
活
動

の
担
い
手
の
養
成
を
進
め
る

　

通
い
の
場
な
ど
へ
の
参
加
は
、
介

護
予
防
の
ほ
か
、
仲
間
づ
く
り
、
生

き
が
い
、
活
躍
の
場
の
創
出
に
も
つ

な
が
る
。
通
い
の
場
の
充
実
や
、
地

域
の
支
え
合
い
活
動
の
担
い
手
と
な

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
進
め
る
。

高
齢
者
の

多
様
な
地

域
活
動
へ

の
参
加
促

進
を
図
り
、

介
護
予
防

を
進
め
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健
康
被
害

救
済
制
度
の
周
知
の
取
り
組
み
は

　

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
健

康
被
害
救
済
制
度
の
住
民
へ
の
周
知

な
ど
を
市
町
村
に
求
め
て
い
る
。
市
の

周
知
方
法
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市市　
今
後
も
接
種
医
療
機
関
な
ど
を

通
じ
て
制
度
の
周
知
を
図
る

　

接
種
対
象
者
へ
の
通
知
に
記
載
し

た
お
知
ら
せ
や
、
副
反
応
が
あ
っ
た

場
合
の
相
談
先
と
な
る
接
種
医
療
機

関
を
通
じ
周
知
し
て
き
た
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
情
報
が
入
手
で

き
る
県
の
関
連
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ

せ
て
い
る
。
今
後
も
接
種
医
療
機
関

な
ど
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
を
図
る
。
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３

健
康
・
福
祉

子どもが自由に遊ぶことができる児童館

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

未
来
ク
ラ
ブ

片
山
　
貴
光

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭

未
来
ク
ラ
ブ

真
田
　
意
索



避
難
所
へ
の
備
蓄
品
配
布
の
計
画
は

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
へ
の
備
蓄

品
配
布
の
体
制
や
、
配
布
手
段
の
計

画
は
。
ま
た
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

状
況
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市市　
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
担

当
部
局
な
ど
が
物
資
を
届
け
る

　

道
路
寸
断
な
ど
で
被
災
地
域
内
の

物
流
・
流
通
機
能
が
３
日
間
程
度
止

ま
る
こ
と
を
想
定
し
、
物
資
を
備
蓄

し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
市
の
担
当
部
局
が
輸
送
す
る
ほ
か
、

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
に
協
力
要
請

し
、
物
資
を
避
難
所
な
ど
に
届
け
る
。

ス
ム
ー
ズ
に
物
資
を
届
け
る
た
め
、
官

民
で
配
送
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
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気
象
台
と
の
連
携
強
化
の
進
め
方
は

　

緊
急
時
の
適
切
な
避
難
指
示
発
令

な
ど
の
判
断
に
は
気
象
台
と
の
連
携

が
必
要
不
可
欠
。
岡
山
地
方
気
象
台

と
の
連
携
強
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

市市　
日
頃
か
ら
連
携
を
図
り
、
緊
急

時
は
情
報
や
助
言
を
得
る

　

気
象
台
職
員
と
は
研
修
や
訓
練
な

ど
で
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
、
令

和
５
年
度
か
ら
気
象
台
長
が
市
防
災

会
議
委
員
に
就
任
す
る
な
ど
、
日
頃

か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
緊
急
時

に
は
専
用
電
話
や
ウ
ェ
ブ
で
24
時
間

体
制
で
連
絡
を
と
り
、
危
険
度
が
高

ま
れ
ば
、
市
長
と
気
象
台
長
と
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
情
報
や
助
言
を
得
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

市
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
状
況
や
今
後
の
予
定
は

　

指
定
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
は
、
公
共
施
設
や

商
業
施
設
な
ど
に
設
置
し
、
冷
房
や

休
息
場
所
な
ど
を
提
供
す
る
も
の
で
、

熱
中
症
対
策
に
効
果
的
と
考
え
る
。
市

の
設
置
状
況
や
今
後
の
予
定
は
。

市市　
７
月
の
指
定
に
向
け
検
討
中
、

民
間
施
設
も
募
集
す
る

　

国
が
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
想
定
す

る
公
民
館
な
ど
は
、
普
段
か
ら
利
用

で
き
る
た
め
、
現
時
点
で
は
指
定
し

て
い
な
い
が
、
７
月
の
指
定
に
向
け

検
討
中
。
ま
た
、
協
力
し
て
も
ら
え

る
民
間
施
設
も
、
今
後
募
集
す
る
。

※
７
月
２６
日
時
点
で
公
共
施
設
、
民
間
施
設

合
わ
せ
て
４８
施
設
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

市
雨
水
管
理
総
合
計
画
で
、
新
川
１
―

２
排
水
分
区
の
事
業
の
進
捗
状
況
は

　

新
倉
敷
駅
周
辺
の
新
川
１
―
２
排

水
分
区
は
、
市
雨
水
管
理
総
合
計
画

で
は
令
和
６
年
度
の
事
業
が
「
設
計
」

と
な
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
。

市市　
計
測
な
ど
の
実
施
後
、
対
策
の

検
討
や
関
係
機
関
と
の
再
調
整
を
す
る

　
新
川
１
―
２
排
水
分
区
は
、
関
係
機

関
と
の
調
整
や
排
水
系
統
な
ど
の
確

認
の
結
果
、
周
辺
の
排
水
分
区
か
ら

の
影
響
の
大
き
さ
が
判
明
し
た
。
こ

の
た
め
今
年
度
、
広
域
的
に
詳
細
な

水
路
の
高
さ
や
断
面
の
計
測
な
ど
を

行
い
、
来
年
度
以
降
に
対
策
の
検
討

や
関
係
機
関
と
の
再
調
整
を
行
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度
の

期
間
延
長
を
決
断
し
た
思
い
は

　

制
度
改
正
の
内
容
は
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
思
い
で
期
間
延
長
を
決
断

し
た
の
か
。

市市　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
推
進
を
図
り
た
い

　

国
際
的
な
産
業
競
争
力
を
高
め
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
推
進
を
図
り
た
い
と
い
う

思
い
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
貯
留
や
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
大
幅
削
減
す
る
施
設
な
ど
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
資
す
る
設
備

投
資
、
実
証
設
備
を
新
た
に
優
遇
。
期

間
を
３
年
か
ら
５
年
に
延
長
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

水
島
清
掃
工
場
の
令
和
５
年
度

の
余
剰
電
力
の
活
用
効
果
は

　

水
島
清
掃
工
場
で
発
生
す
る
余
剰

電
力
を
市
の
施
設
に
送
電
す
る
自
己

託
送
が
始
ま
っ
て
２
年
目
に
な
る
。
令

和
５
年
度
の
発
電
量
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

量
、
経
費
削
減
効
果
の
実
績
は
計
画

４４

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

防
災
・
環
境

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋
　
健
良



と
比
較
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

市市　
計
画
ど
お
り
自
己
託
送
で
き
、

Ｃ
Ｏ
２
と
経
費
を
削
減
で
き
た

　

発
電
量
は
２
万
７
７
０
０
メ
ガ

ワ
ッ
ト
時
で
、
計
画
ど
お
り
自
己
託
送

で
き
、
一
般
家
庭
約
３
３
０
０
世
帯

分
の
電
気
使
用
量
相
当
の
７
１
０
０

ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
と
、
１
億
４
千
万
円

の
経
費
を
削
減
で
き
た
。

大
阪
に
出
店
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
ク
ラ
シ
キ
」
の
進
捗
状
況
は

　

今
年
７
月
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
前
に
出

店
す
る
県
下
市
町
村
で
初
の
単
独
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ク
ラ
シ
キ
」
は
、

県
全
体
の
観
光
客
増
加
へ
の
貢
献
や
、

地
域
経
済
へ
の
好
影
響
を
期
待
す
る
。

出
店
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

市市　
商
品
の
選
定
や
ス
タ
ッ
フ
の

研
修
を
行
い
、
着
実
に
準
備
を
進
め
る

　

現
在
、
運
営
事
業
者
と
商
品
選
定

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
販
売
ス
タ
ッ

フ
に
も
商
品
知
識
の
習
得
と
併
せ
、
来

店
客
に
市
の
観
光
・
移
住
の
情
報
な

ど
を
丁
寧
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
研
修

を
行
い
、
着
実
に
準
備
を
進
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

水
島
の
工
場
夜
景
を
生
か
す
た
め
、

協
議
会
に
加
盟
し
て
は

　

市
の
魅
力
の
一
つ
、
水
島
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
夜
景
を
観
光
客
の
滞
在
時

間
延
長
に
つ
な
げ
る
た
め
、
全
国
工

場
夜
景
都
市
協
議
会
に
加
盟
し
て
は
。

市市　
地
域
住
民
や
関
係
企
業
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る

　
全
国
工
場
夜
景
都
市
協
議
会
は
、
工

場
夜
景
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

や
、
地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
へ
の

寄
与
な
ど
を
目
的
と
す
る
。
今
年
６

月
の
総
会
に
初
め
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
し
、
情
報
を
収
集
し
た
。
今
後
、

地
域
住
民
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
関
係
企

業
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

美
観
地
区
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
へ
の
備
え
は

　

観
光
客
の
集
中
に
よ
る
過
度
の
混

雑
、
マ
ナ
ー
違
反
に
よ
る
地
域
生
活

へ
の
影
響
な
ど
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
全
国
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

美
観
地
区
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
な
ど
、
問
題
が
顕
在

化
す
る
の
で
は
。
ど
う
備
え
る
か
。

市市　
観
光
需
要
の
分
散
化
を
図
る

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
閑
散
期
へ
の
移
行
や
実
施
期
間

の
延
長
、
ま
た
、
市
公
式
観
光
ア
プ

リ
で
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
周
辺
エ
リ

ア
の
混
雑
状
況
を
表
示
す
る
な
ど
し
、

観
光
需
要
の
分
散
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
倉
敷
支
援
学
校
で
、
高
等
部
の
生
徒
に

も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
を
認
め
て
は

　

倉
敷
支
援
学
校
高
等
部
の
保
護
者

か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
た

い
と
の
声
を
聞
く
。
重
度
障
が
い
な

ど
で
自
力
通
学
で
き
な
い
生
徒
に
は
、

利
用
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

市市　
特
別
な
事
情
に
よ
り
自
力
通
学

で
き
な
い
場
合
は
乗
車
を
検
討
す
る

　

高
等
部
は
自
力
通
学
が
原
則
だ
が
、

特
別
な
事
情
で
自
力
通
学
で
き
な
い

場
合
は
、
バ
ス
へ
の
乗
車
を
検
討
す

る
。
今
後
も
一
人
一
人
の
実
態
に
応

じ
た
丁
寧
な
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、

自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
教
育

活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
に
努
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

地
方
自
治
法
の
改
正
は
地
方
自
治

の
本
旨
に
反
す
る
の
で
は

　
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
が
あ

る
事
態
の
発
生
な
ど
の
場
合
、
国
が

地
方
に
必
要
な
指
示
を
で
き
る
こ
と

に
な
る
今
回
の
法
改
正
は
、
国
と
地

方
の
対
等
・
協
力
関
係
を
崩
す
も
の

で
、
憲
法
第
92
条
の
地
方
自
治
の
本

旨
に
反
す
る
。
市
長
の
認
識
は
。

市市　
改
正
の
必
要
性
は
理
解
す
る

　

法
改
正
は
、
今
後
の
想
定
外
の
事

態
に
備
え
る
も
の
で
、
必
要
性
は
理

解
す
る
が
、
地
方
自
治
の
本
旨
、
国

と
地
方
自
治
体
の
対
等
・
協
力
関
係

を
損
な
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

国
と
地
方
で
の
協
議
・
調
整
が
必
要
。

５

観
　
　
光

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

新
風
く
ら
し
き

日
向
　
　
豊

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

齋
藤
武
次
郎

教
育
・
総
務

倉敷市の魅力を発信するアンテナショップ
   「クラシキ」



６

　６月 26 日、公益社団法人日本広報協会 広報
アドバイザーの前田 めぐる氏を講師にお招きし、
研修会を開催しました。ＳＮＳを活用した情報発
信のメリットや効果的な方法、またモラル・マナー
について講演していただいたほか、議員がワー
クシートを使ってＳＮＳによる情報発信の事例を
考えて発表したり、講師から市議会アンケート
の集計結果も踏まえたアドバイスをいただきま
した。

フェイスブック

倉敷市議会の最新情報を倉敷市議会の最新情報を発信中発信中

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

倉敷市議会では、フェイスブックとインスタグラム（ＳＮＳ）を活用し、最新の議会情報をお届けして
います。「いいね！」や「フォロー」をお願いします。

テーマ   議員の発信力を高める議員の発信力を高める SNS の活用方法

インスタグラム

本会議や委員会で使われた資料や、議員
の議会質問の映像を見ることができます。

市議会ホームページ

市議会の日程や議会での行事など
タイムリーな情報を発信しています。

フェイスブックからでは情報が届きにくかっ
た世代をターゲットに、写真や画像を中心に
投稿しています。

倉敷市公式アプリを倉敷市公式アプリを
インストールしてください !!インストールしてください !!
倉敷市議会のフェイスブック、インスタグラム、
ホームページに簡単にアクセスできます。
トップ画面のMENUから「市政情報」をタップ、
「議会情報」をタップしてください。

倉敷市公式アプリの
インストール方法や利
用登録方法はこちら

倉敷市議会事務局



件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第１号）
　低所得者支援および定額減税を補足する給付を実施するため、令和６年度に新たに住民税非課税また
は均等割のみ課税となる世帯を対象に１世帯あたり１０万円を給付するとともに、１８歳以下の子ども
を扶養する場合は子ども１人あたり５万円を加算給付するための経費、加えて、定額減税しきれないと
見込まれる人を対象に減税しきれない差額を給付するための経費、約５４億３，９００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第２号）
　「災害に備えるまちづくり」として、新たに玉島地区へ防災備蓄倉庫を整備する経費、都市防災公園お
よび複合施設の管理運営事業費など。「子育てするなら倉敷でと言われるまちづくり」として、教員が生
徒に関わる時間を確保するための採点支援システム導入経費、放課後児童クラブ支援員の負担軽減に向
けた助成経費など。「温もりあふれる健康長寿のまちづくり」として、健康寿命の延伸につながる口腔ケ
ア啓発を行うための経費、がん患者のウィッグや胸部補整具の購入費用の一部を助成する経費など。「世
界に誇れる文化・産業のまちづくり」として、国内外からのミーティングやインセンティブ旅行誘致に
向けたMICE誘致推進事業費、大阪アンテナショップで市の個性と魅力を発信するイベント経費など。「み
らいを見据えたまちづくり」として、児島地区の公共施設再編整備に要する経費、市のホームページを
より見やすく、使いやすくするための情報発信デジタルサービス導入事業費など、約５２億２００万円
の増額を計上。
（×のところは、ＰＦＩ事業などへの応募に関し、採用はされなかったが優秀な事業提案をした事業者に
対し支給する報奨金は認められないとして反対）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和６年度倉敷市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　国保特定健診および特定保健指導事業費の追加分などを計上。
（×のところは、マイナンバーカードの健康保険証利用促進を目的としたリーフレット同封に伴う委託料
は、健康保険証の廃止、マイナンバーカードへの一本化を助長するもので認められないとして反対）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

● 市長提出議案など（予算案７件、条例案５件、事件案５件、人事案２件、専決３件、報告７件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

７

○：賛成   ×：反対(　　　　　　) 創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　風－新風くらしき　公－公明党倉敷市議団
政－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員議案等審議状況

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無
再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書の提出について
　検察、警察が持っている未開示の証拠を、裁判長の指示の有無にかかわらず開示する法制度に改定す
ること。裁判所が再審開始決定すれば、検察庁が異議申し立て、上訴できない法制度に改定すること。
（×のところは、国が行っていることであり、全体の流れを見極めるべき、国の行うことを見守るべき、
他自治体でも意見書を出しているところは少ない、趣旨は分かるが賛同できないとして反対）

不採択 × × 〇 × × 〇 〇 ×

自衛隊へ募集対象者の名簿提供の中止を求めることについて
　市は、自衛官募集に際し、議会にも市民にも何の説明もなく、本人の同意もないまま住所、氏名を宛
名シールに印刷して自衛隊に提供している。平和を守り、基本的人権を援護し、住民自治の立場から、
自衛官募集対象者の名簿提供の中止を求める。
（×のところは、情報提供の法的根拠は見解が分かれている、法には違反していない、法定受託事務とし
て行っている、除外申請がある、行政間で協力し合うのはおかしくない、自衛隊の募集は世界情勢変化
への対応のため、災害時にお世話になっているとして反対）

不採択 × × × × × 〇 × ×

学校給食無償化を国に求める意見書の提出について（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市立図書館の直営での運営を求めることについて
　全ての倉敷市立図書館の運営については、恒久的かつ安定的な運営がなされるよう、民間活力を導入
せず、これまでどおり直営での運営とすること。
（×のところは、必ずしも直営を否定するものではないが、図書館を核とした複合施設は基本計画を策定
し、現在事業者募集を行っている。この段階で運営方法を恒久的に直営だけにしてしまうことは、より
良い図書館を作っていこうとする選択の幅を限定することと危惧する。よってこの時期での請願は不採
択とすべきとして反対）
　⇒　議会はこの請願を教育委員会に送付し、処理の経過および結果の報告を請求

採択 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇

加齢性難聴者への補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求めることについて 趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

子ども医療費無料化を 18 歳まで拡大することを求めることについて　 趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

学校給食無償化を国に求める意見書の提出について
　日本の将来にとって、子育てに関わる負担を軽減することで、子どもを生み育てる環境を整備し、人
口減少対策を講じることは国政の喫緊の課題だと言わなければならない。よって、全ての小・中学校の
給食の無償化を国に強く求める。（同趣旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案



８

赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
真田　意索
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】
秋田　安幸
塩津　　学

議長のため採決に加わらず
※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
塩津　　心
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】【          】未来クラブ 新政クラブ 無 会 派【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）

今期定例会欠席
※

市議会からのお知らせ
倉敷市議会 第３回定例会日程 ( 予定 )

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される議会運営委員会で決まります。

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

９

２ ( 月 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
6 ( 金 )

9( 月 )、10( 火 ) 本会議：質問

11 ( 水 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

12 ( 木 ) 委員会（予算決算分科会）：保健福祉 ･ 環境水道
13 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）：市民文教 ･ 文化産業
17 ( 火 ) 委員会（予算決算分科会）：総務 ･ 建設消防
20 ( 金 ) 委員会：予算決算
25 ( 水 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

＊倉敷市議会　新議員の紹介
　４月２１日に行われた市議会議員補欠選挙で、真田　意索氏、
塩津　心氏の２人が当選され、それぞれ次の委員会委員に選任
されました。

　　　　　　　　　【塩津　　心】（会派：新風くらしき）

　　　　　　　　　　　　保健福祉委員会
　　　　　　　　　　　　予算決算委員会

　　　　　　　　　【真田　意索】（会派：未来クラブ）

　　　　　　　　　　　　建設消防委員会
　　　　　　　　　　　　予算決算委員会

倉敷市議会議員の表彰
　全国市議会議長会および中国市議会議長会から表彰を受けた議員に対して６月１０日に表彰状の伝達を行いました。
受賞者を代表して、矢野　周子議員と藤原　薫子議員が、議長より表彰状を受け取りました。

全国市議会議長会表彰
議員２０年以上

矢野　周子 矢野　周子 藤原　薫子
議員２０年以上 議員１６年以上
中国市議会議長会表彰

議員１２年以上
山畑　滝男

議員１５年以上
中西　公仁　　北畠　克彦
塩津　孝明　　大橋　健良　　荒木　竜二
藤井　昭佐　　中島　光浩　　難波　朋裕

次号の表紙写真を募集します！！次号の表紙写真を募集します！！あなたのお気に入りの１枚をお送りくださいあなたのお気に入りの１枚をお送りください

※応募方法など詳しくは、市議会ホームページ
（市議会だより表紙写真募集案内）をご覧ください。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由です。市内のイベント、風景など、
倉敷市の魅力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。

　（令和６年 9 月期募集）　令和６年９月２日（月）～ 令和６年 10 月 21 日（月）● 募集期間

皆さまからの皆さまからの
ご応募をお待ちしています！ご応募をお待ちしています！

● 委員会提出議案
件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

単県医療費公費負担制度に係る補助率の見直しを求める意見書の提出について
　岡山県の単県医療費公費負担制度における補助率は、県内他市町村（岡山市を除く）が２分の１、一
方で本市のみは４分の１あるいは６分の１である。速やかに格差を解消し、同じ県民として倉敷市民が
ひとしく恩恵を受けられるよう、補助率を２分の１に戻すことを強く要望する。（同趣旨の意見書を県に
提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


